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.物理化學の進歩
編輯主幹 理學博士 堀 場 信 吉

匡た1 覗

原 転(歐文)

奥素と水素との鯲 の焔のスペクrル とその化學反慮機櫞 北 川 徹 三…135

被毒還元=vrル め水素吸瘠に就て(第一報1)低温度に於ける研究 …飯 島 俊 一 郎…1蹈

紹 介

・'虜 脂肪齷 噸 の薄灘 關する最近の研究と共の齟 蹴 て

金屬表面上の有機薄膜.1.こ就て

加壓下に於ける淡化水素の白然發火(ll

近 藤 幸 雄…161

川 北 公 夫…173

久 米 泰 三…187

捗 鋳

40.光 分 解 に於 け る初 期 反慮(196)41.7k鍬 を光 樽感 剤 とせ るエ チ レ ン,エ チ レン・d弔婚 の水 素

添 加(195:)4"_.晟 タ ンの初 期 分解 並 に 柔 タ ン と酸 化 窒索 の反 感(196》 ・購.不 均 一 系反 感 の紲 封

遼 度L吸 荊 の 一殻 理 論(10i)44・ ア ム モ昌 ア合 成 用 蹴觴 媒'二 よ る エテ レ ンの水 素 添 加 σ97)45.

バ ラヂ ウム の」=の酸 素 と水 索 の反 甅(isa)46・ 璽 母 弔 面 上 の蒸 氣 吸 着(199)47・ 活性 淡 に よ う

瓔 素 の吸 着(199)48.金 屬 石 鹸 とそ の パ ラ7イ ン藩 液 の凝 曝 σ99)49.水 一油 呂 マル ジ ヨンの 桔

度(200)
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謹 幹 時 下 愈 々 御 清 稼 大 賀 の 至 りrz奉 存 候

陳 者 先 般H本 物 理 化 學 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の 下 に 設 立

仕 候 日 本 物 理 化 學 研 究 侖 の 儀 に 關 し 甚 だ 勝 手 が ま し き 御 畳

助 方 御 願 申 上 候 虞 下 記 の 如 く 各 方 面 よ り'多 數 の 御 後 援 を 賜

り 感 銘 の 極 に 有 之.候

先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 候 敬 具 』 ・

昭 和十 三 年十 月

日 本 物 理 化 學 研 究 會
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「物理化學の進歩鰯 融 具齪 騾

第 一 條 冂本物理化學研究會ノ機關誌タル本誰 ノ直接購読者ヲ購讀會員 トス

第 二 條 本誌ハ棚 隅 數肘 ξ冂撥 行 トヅド記内容ヲ有ス

(一)原 報文ハ論説(二)紹 介又ハ講 義(三)抄 録
ロ ト

第 三 條 禽費ハ年參圖 トシ前納スルモ ノトス.途 中申込者ハ申込 ノ月ヨリ之
F

.ヲ納入スルモ ノトス

第 四 條 絡身購讃會費ハ金五拾甌 トシ優納 ノ會費 ヲ包含セズ ー.
　

第 天 條 氈納 ノ會費ハ如何ナル瑳由アルモ之ヲ返却セズ

1他 ・跚 ・・テ軸 ヒ數 鰈 ・新着膕 聯 ・拔萃… 瑚,

1獅 ・饋(年 一圓)・テ倉員… 頒布・.
`

櫓 一苳=膕 物靴 學酬 蹴 ノ「目的・以・別一筰 鰍 蝋 ・編纂沐 誌

所韓 ノ「原報」及ビ吾國子於ケル物理化學研究 ノ抄鐘 ヲ掲1醸ス(會費年二圓)

△ 會員希望者ハ斥名,雜 誌送附先ヲ明記 シ鑛替京都六.〇四七番へ會黌 ヲ拂込マ

ー レ タ シ

6

購 讃 會 員 會.費 領 收

購 讃 會 費 自昭和一卜三年 泊 トIl至 衄禰+三 ・5F九月滑一日(尊 揺略 來蔚順)

泳rll捷 一・ 西 川 九 藏 東 証;化墨:1二1聡.安 川.蹄 三 秋m.務

重 名 潔 早 川 宏 深 岡 内 久 雄 内 里許.仙.治 佐 藤 嚢 儒

'

【IIIII工 」㌔ 方 儉 三 を洋.田 彰 南 江 堂 害 店 内 川 章 五
し コ

,金 陬 詳 郎 宵.111武 子 木 下 義 忠 瀧 本 恢 太 那 須 信 行

窟kt逕 夲Pi宮 篤 藤m四 三 離1

歐 女 驪

月 本 化 學 工 叢

L玄 猷集購 煩料金(年 煢圓 昌付五拾鈍御途金 ノ方 ハ不 足額 竜急御拂廼下 サ レ度 シ)
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日 ・本 化 學 會

r

(明治十一年 四月東京化學 會.トシテ創立)

日 本 化 學 會 誌
月刊一册金壹匡』・一箇年前金拾貳圓(郵 税共)

BULLETINOFTHECHEMICALSOCIETYOFJAPAN.

月刊一册金三正匚拾錢・一箇年前金六画(郵 挽共)

`

購 讀 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は

東 京 市 祚 田 隨 表 祠1保 町 三 束

同 京橋 匿槇 町 三丁 目三 北

に 申 込 ま れ た し。

京

隆

堂

館

9

日 本 化 學 會 規119摘 要
噛

第 二 絛 本會 は化學の遞歩及 ひ菩及 を戯 るを以τ目的 とす

第 四 條 曾員 は化學 に密接 なる闘係 を有 す る個人叉 は嗣膿 たるへ し{以 下略)

細則 第二燦 曾員 は1ードの資格 の一 を備 ふへ し

一 牝學若 くは化挙 に密接 の闘 係あ る學科 を修 め叉 は有 盆な る研究論文 を公に した る.こと

一 化學上顕著の戒績 を舉 け若 .くは化學工場 に在bて 貴任 あ る位 置に立 ちたること

一 化學 に密接7yる 闘係 を有 する法ん 又は これに相當 する膕體 たること

第 六

可否 は常躍曾 に於 て之 を決す

第 十 五 蝶 常曾 は曾務報 告及學箭 講演等の爲め四八兩月 を除 き毎月之 を開 く(以 下略〕

第 十 雪 絛 年會 は(中 略)毎 年 四月之 を開 く(以 下略)

ρ

燦 入會 を郭 む者 は會員二 名の耕介 を以て學歴等 を記入 しf_る 申込雷 を曾長 に差 出すへ し、其の

第二十 二條 本倉 は毎月一囘 日本 化學會誌 を襞 行す、日本.化學饑 は之 を邦文 及欧文 の二種 に分 っ

細則 第二十 六慷 曾路 には報丈 、線 蛻、抄 鏤、纖 、記事 等の瞞 を設 く但 し数丈會誌は篆交 を主 とす

第 二十三輝 曾器 は曾.員に配 布 し且學術普 及の昌的 を以て之 を載賣す

第ニート四絛 會fit,一 簡年金拾圜 とす 、

第 二十 六絛.會 豊 は入曾露可 の月 よh納 むへ し

細則 第三十三燥 曾澱は毎 年四月及ひ十月の二期 に於 て牛年 分宛(四 月 よn九 月まての分 を四月 に、十

月 よ り霊年三月 まての分 を十月 に)徴 集す(以 下略)

細期 第三十四條 λ愈 者の會 費は其際 月割 を以 て該期分 を撮集す

'

1

馬町.

入會希望者に して紹介者 なきときは學業履歴及び現職 を特に詳

記 して享務所へ 申込 ま.るべ し'
嚠.

、

レ 『、.
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從
来

の
化
學
瀞
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彡
く
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兎
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編
述
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偏
し
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爲

に
舉
習
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し
て
暗
記
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巳
む
な
き
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至
ら
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め
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儿
、結
果
化
學
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學
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な
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鶤
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瓢
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懿
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般
讃
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理
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あ
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低

い
も
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で
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大
要
に
過
ぎ
て
{貫
際
を
捕
捉
し
得
ざ
る
憾
が
あ
る
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又
無
機
化
學
襟
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於
て
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推
倫
を
雌
れ
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連
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流
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た
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の
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少
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明治一大正一昭和の聖代に亘 る化學的文献の調査

に必要なる鍵は茲に全 く完成す

霆哭 日本 化 學 研 究 會 縞纂

新

亅ー干

日本権學縄覧
第 一 集 第 七 卷 〔大・阻 一1許 の蝋 磁1愛 す〕 新

主 幹 理 學r9.L眞 皇 利 行

醜 裁 四六 儕駿 ・Rポ イ ン ト密 祖 ・「}皮天i」 内 容 乍交ラS5頁 ・索 引sn;頁

刊
定 價 金拾貳圓r】.拾錢 送 料 金四拾五錢(内 地)

日 本 化 學 總 覧 は大正.ヒ年 その編纂に都 せるにょり約2u年,醐 會,a

本學術振興會典他各方ifiiの援助 を仰 ぎ 今般漸 く第 ヒ卷の刊行 を了し茲に明治一大

正の化學的夊献の抄録 を完成せ り。本郵に於:3る 一般 化學の研究は勿論 化學エ

業 ・醫學 ・農學 。藥學等 に亙 る廣汎 なる研 究の眞繁な る報告,特 許.S`はその要粹

を抄録 して集載 せ り。故 に我國の化學及び關係學術の大勢は一目瞭然 たる ものあ

り。化學的交献の探索竝 に研究の4tflt#本 、[}によ り愈々能率的 とな るべ く,化 學

に酬係 ある官衙,學 校,會nil二,試 駿 所は勿hnlN'研究者,技 術 家諸賢 は備へて以て

自鬨の逕歩 を知 ると共 に,本 邦特有の物資の研究利用に資せ られigidtifbからん事

を揚奬す。
・1.}

既 刊 出 版 物
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蕨 麟 とLて輝 く糒 座の臓 と其使命iO,
自然 界 に 於 け ち 多 くの現 象 が,接 觸 反 慮に 依 て行.tれ て居 るこ とは,動 植 物 の 生 汚現 象 力1髑媒 の 一 種 た る酵 素II

1の 作 用に 甚 くこ とに 依 て も判 る。 斯 の 如 き酵 素 の 作 別は 各種 の化 辱町 輪 例 へ ば酒 櫞 麥rt5繭 酒.葡 萄酒,盤 …・

…油 等 を纏 括 ナ6藤 逡 工 業 よ0更 に蓮 で は 各稲 の 有 複骸,ア 七 トン・i3級r』 レコー ル,醸 酵 グ リセ リン・r:=化 學 工;1

;etc:亘 て應 用 され て 贋 る。 然 るにr人 は?III酵 毒 の本 體並 に 作川 珥!論に 醐 して知 る所 が 協 め てusい の て あ る。.1

轟攤 響1羅 垂毳藩 祥騫鸚嬲 套孅 鑾簿騫嚢驪 軈1
料工業7染 料工藁,検 料工楽,脂 肪酸 工乘,合 成樹脂工業,硫 戯 工薬,其 他の無機菓 晶工裳及び有 磯麋品ユニ業蕁
皆然 りであ る。
斯 の如 き化學ユ1業の誅 々たる發建 に も拘 らず,銭 の薬礎 をなす所 の鵤蝶 の理 論に驪 しては,極 めて:nkた る蓮

歩 を見 るのみであ る。近 き將來に於 て も規akの 理論に頓蔚なc,化 酬工築 トの觸媒 の慮用は.鞭 驗 茂びre驗 の結
果に依 り谷 々象速な る蓮展 を縷け るであ らう。 而 して其後に於 て紬 局は騙媒理論 に導 かれ る所の化學エ業の發 展
が來 るで あ らうo

瞼讐蚕聳織鼕餐鬻驤駕轄塁階釀齧羅韆毳皷 渊 ま漲羅季寵 霎1羅 ε擬譏齪1
於て本講座に貢獻する斫頗る大な己ものオ;あると臘ふ。f東 塞帝國大n+工墨部廱用化學科教室]二學博士1刑・芳鑾i
教授推醜交より)1

豫
約
會
員
募

◇鶴璧雛 纖驪羅羅 臺嬰欝認

豊齷鱸覊 馨萎i熱櫨 轗
1 謬蝉 松井元太耶著 化

フ オ'ル マ リ ン 合 成
ア ン モ 呂

り 　 　 　 　 へ

合 成 石 油 舗友躍L蠶 譴 藤 村 建 次著 の
第5卷 水 牲 瓦 斯 反 應 觀墨馥呈恥萋吉村倫之助署 眞

硬 化 油 糊塚瀞至縫 熊 谷 直 記著 髓

・・樗 嘴 諜 講1熱 鞴 鶩 筌萋恚
追 卷 酵 素.畜爵i野響戲垂坂 口謹一 郎著 く

!!

r

◇ 送 料 内地14錢,

<atRiM太 凝 錢1朝 鮮 滿1

洲 説 敍 。'

印込 金i2い り

既 、 用$#ん 。

硫 酸 製 造 法 整 葺 大 自P嚇將 の捌i・ デ・く一

第3卷暑㌢ 観 誘鏘 鯉欝 舞 竪 霧 塁蟻1飜馨鏤i

ア ン モ 昌 ア.AQd。EK#R'f一 業 欝 暦 へて鰰 込下

剃 卷 メ タ ノ ー ル 合 成 臻撒 零 嚶 柴田勝太 郎著 啓Oi4a行 鵬 昭和1鋼 月;

ア 酸 化 … 鞴 輔 妹 一醤 發 灘 尸1;言鵬 織1.
配 本の豫定。

御申込は最寄の書店
又は直接發行所へ!! (窮1卷及び策螽卷發 膏 中)離 蘇 縫

發 行 所 「

廉塩市紳m區

小川町2の 工0

尚 賢 堂
電話稗 田zzsa番

振種東京58436番
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安藤廣太郎

柴田雄次

月 刊 自 然 科 學 雜 誌

科 學
編 輯

岡m武 松 柴m太 大河内正敏 小泉 丹

橋 田邦彦 坪井誠太郎 「仁科i芳堆 主任石原純

10月

特輯

壇 刊 號 内 容

自然科學最近の進歩概觀

寄 書

PartitioNnmeromm

(三.k冀 樹 》,カ セ グ レイ ン式 瓦 射 鏡 望 遡 霧 眞機(藤 波 重 吹 ・宮 澤

壷(大 島 廣),科 雛者 と高 潔 な る精 神(纏 け1一 衛)・

論 述

III賂 一 堆=難 檀 化 學 に於 け る最 近 の醗1坩題

竹 脇 詔:二 十ll鼠 副 腎 に於 け る所1'IX1$のi.IY長 と生殖 腺 の 内 分 泌
}卜井 誠 メく郎=火 匠駐ガ}生成1こ間 す る物 理 イヒ」襲的σr究 .

N井 忠 二:重 力 の異 蕾 と地 下 の 講透

濱 田 成 徳 ・秋 山 長 松=最 近 の 虞空 管

科 學 雑 纂'.

物 故 科 學 者 小簿(績){Z、S・)

附 録 一同 位 売 素 圖 表(19.'i8年9月 現 在)(菊 刋 全 紙 大)

◇ 定 價30銭 〒o.or◇

と核杓理學(伏 見康濤),

一1{り11511發 行 一

再び 水 品 搬 の再 生 抑 止作 附 に就 て

壁),薩 麌 と富士

一10月 號 内 容 梗 概

巻 頭

統制 と科學 醗 究

事 礬

鬯き良い都醗の設計11llHi甲三彰1.9Ghiのr'一8nnl.1抑霊郎〕.交字の鐸岡に坦れたδSchwa口 底皿R騨
」節2報 輿"ゴ'の 分和に就匸=齪3,1小 口八躍b.交 字の繕…LJに理r.r二6Sd腫nankunq現 籤`耳}報}
鹽」
a"の 再環囲隔に就て1小 口八a.,蕉 詔装置のガ ラス接績に圏す5一 工x感 賀 嶝〕.11光の肩詔の賛ε

天井の轟さ 亀田囗測三郎 ・渡邊鰐一 ・臓谷逵.準　.尚 洲闊Aロ 冫ア帰シヤ冫の蛇に就て 【糧 一夫》.磯田に於
け6挺 調気餓夏測め試ム`援 井辰郎1.異 彫石器の!i迹に履する∴考察 ・薤昭己,醜 升・.卜』貯謹五駕レ・墨の

漸陞'`逼 繰雪"1高 構喜彦b.冨有引力6敏 匚就て1小阿原 田,・

絨 萃

C.F.v.¥VF,f2S¥CFI+1こ;原 子:核膝 造1こ酬 す る近 時 争模 型 籾 念(II)

論 逑

阿 部 徹=原 蟲 の 銀 盪維 系(H)

鍋 界 展 望

松 葡 囂 義;無 装 荷 ケ ー ブル の研 究 と買 施

酉 燦 櫛 笥=蛋 白 質 を原 料 とす る人 逧 繊椎 め製 逍 に 就 て

科 學 糴 纂

内 山 孝 一 二江 戸 時 代 の 生 棲 畢(V1[1)

芽 井 忠 二 二深 い溌 の底 の 畳 厨 を採 る

新 刊 書一 研 究 抄飾 一 科 學 時 事 一 娼倉 及 個 人淌 患

發行所 甥 離 啀 岩 波 書 店
定 價50錢(迯 料2錢)電 話 九 段(33)黷01S7(4)

4皇年 分¥3.00,一 年 分¥5.90(」 臼「R鐵,逡 楸)振 替 口 座 棘20240、
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「

,吾 國 に 於 け る 物 理 化 學 研 究 の 海 外 紹 介 に 就 て!

日本物理化學研究會に於てはその機闘誌L物 理化學の進歩1に よつ

て,本 邦に於 ける物理化學研究の概要を廣 く世界 に紹介するこ とを

その使命 の一つ として居 ります.之 が爲,歐 文號を刊行 し,Originals

と共 にAbstractsを 掲載 し,吐 のAbstradsに よつ て本邦 に於 ける

物理化學研究をlhl:す所 な く抄録 し度 い と考へて居 ります.

その抄録方法は 日本化學總覽の物理化學 の部 に掲載 され たる論 文 ・

の著者 よ り直接厭稿を戴 いて居 りますが,1937年 以降發衷 の論交著

者 にして,日 本化學總覽の物理化學の部以外に禍載 され たる方及び

化學總覧 に未發表に して速 に海外戮表 を希望せ られ る方 は此旨附記
L

の上事務所宛原稿をrh下 さい.

原稿規定 英 交7タ イプラ イター用 紙2段 逾b,1頁 以 内 の

こ と.

物理化學の進歩歐文號 ◇年3回 發行　藍
THEREVIEWOFPHYSICAL

CHEM豆STRYOFJAPAN

本誌は吾國に於ける物理化學の研筑を廣 く世界に紹介する目的 を以て各國の

著名なる大學,研 究所,學者に頒布すα000部發行)。 本誕の内容は,原 報及び抄

鋒の二に分れ,原報はL物 理化學の進歩「掲樵冶女 を集め,抄 録は1937年 以降の吾

國に於ける物理化學關係の報文全部 に對 し,その英文抄鑠 を網羅せるものな り。

定價1部80銭(逾 料6錢)年2圓(逡 料共 、海外 年.3弗(逾 麟共)
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昭 和13年;0月25H印 刷

昭 和13年10月31日 鼓行

田紐睫識行者

巴 踊 嘱

甲 側 舞

物 理 化 學 の 進 歩

第12卷 纂5輯

〔年1竃画刊 行,

堀 揚 信 吉

"摩壷目吠肇約理「り緊醜 竃

瓢 井 松 之 助

ぽはカや　ヨサお　ヨお

雛 似 玉 堂
駅師面中9堅 柳馬物三修南

定價60餓(逾 料6錢)

疇蹟會員會費1年 分3圖(前 金,塗 料共}

發 行 所
購讃申込

a鬢 所

日本 物 理 化 學 研 究 會

振 替 。京 都6047番

岩 波 書 店
ロほホのむほロツほユノヨ

丸善株式倉祗朿都支店
駅鮪脂中幅 三櫨眠駛町

◇ 本誌 に鰻ナる挺詳,注 意,要 求は京都帝國大學物理化學 研究室 内1田 村幹雄宛 に願ひ まナ.
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